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　『法眼』をご愛読の皆様におかれましては、 

ますますご清祥にてご接化のことと拝察申し上

げます。平素格段のご法愛を賜り、改めて御礼

申し上げます。昨年の10月21日付にて教化部長

を拝命いたしました浅川信隆（あさかわしんり

ゅう）でございます。私にとりまして、曹洞禅

の根幹である布教教化を担うその重責に、身の

引き締まる思いであります。何卒ご教導とご法

愛を賜りますよう伏してお願い申し上げます。

　2020年3月11日、世界保健機関（WHO）は

新型コロナウイルス感染拡大による「パンデミ

ック宣言」を発表いたしました。感染拡大の被

害は１年が経過した今もなお続いており、275

万人以上の尊い命が失われました。ご逝去され

た方がたに衷心より哀悼の意を捧げ、感染され

た方がたとそのご家族やご関係の皆さまに心よ

りお見舞い申し上げます。

　私たちはいまパンデミックを迎え、また、地

球温暖化による気候変動など、これからの課題

は山積みであり、私たち曹洞宗の宗侶は発心を

起こして菩薩戒を受けた一僧侶として、どのよ

うにこれらの課題と向き合っていくか真剣に考

えなければいけません。

　宗門が1991年よりスローガンとして活動を続

けている「人権、平和、環境」は、持続可能な

開発目標「SDGs」にも合致し、具体的な新た

な一歩が求められています。特にSDGsゴール

挨拶

教化部長　浅川信隆　
曹洞宗宗務庁　

５番「ジェンダー平等の実現」において、日本

国外は日本より多くの女性宗侶が活躍していま

す。曹洞宗国際センターにおいては、宗門内で唯

一、役職員の男女比率における女性比が多く、

宗門内のジェンダーへの取り組みにとって貴重

な機関であります。今後も、世界各地における

ジェンダーへの取り組みを日本へ届けていただ

くことを期待しております。

　来年2022年は北アメリカ国際布教100周年を

迎えます。1922年、ハワイ国際布教監理だった

磯部峰仙（いそべほうせん）師が、日置黙仙禅

師（ひおきもくせんぜんじ）、新井石禅禅師（あ

らいせきぜんぜんじ）からの要請によって渡米、

ロサンゼルスへ行き、そこで長崎豊吉（ながさ

きとよきち）氏と巡り合い、その出会いが縁と

なり、長崎氏宅の2階を借りて「禅宗寺仮教会」

が開かれました。これが、北アメリカの開教の

出発点です。その後、次第に信者が増加し手狭

となってきたため、長崎氏が住宅全てを開放し

てくれ、その後、度重なる改修を経て、現在の

両大本山北米別院禅宗寺の伽藍が整いました。

その後1960年代、若い世代が中心となり、新し

い社会を作り出そうとする動き「カウンターカ

ルチャー」が起こり、只管打坐の実践を通して

知る本来の自己、その教えが多くの若者を惹き

つけました。彼らは禅の指導者について修行す

るようになり、それは次第に禅センターへと発

展し全米に曹洞禅は広がっていきました。各地

に広がった禅センターや禅グループでは坐禅に重

点を置きながら、日々修行に勤しんでおります。

　この様に北アメリカの大地に広がった曹洞禅

が一つになり、今後も共に歩みながら、その先

の未来を創っていく第一歩となる、北アメリカ

国際布教100周年になると期待しております。
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　来年の100周年の諸行事の無事円成はもちろ

んのこと、 国際布教の今後一層の発展を祈念い

たしますととともに、各位よりの更なるご協力

とご法愛をお願い申し上げ、拙文を寄せてご挨

拶といたします。

　ヨーロッパで熱心に参禅しようとしている人

たちに接し、坐禅の魅力が普遍的であることを

あらためて感じています。その特徴の一つは、

身体で以てこころを整えることにある、と思わ

れます。頭でいくら勉強しても坐禅にはならな

い。身体を通じて、身体を以て、はじめて得ら

れるところのものがあると学んでいます。

　二つ目は、「これを信じなければ坐禅をやって

はいけない」ということが、はじめには出て来

ません。だれでも坐禅ができます。人間をその

背景、知識、教養、階層、民族、文化等の違い

で差別しない。坐禅は体験するということであ

って、それ以上でもそれ以下のものでもない。坐

禅には身体にともなう普遍性があり、その普遍

性が新しい共生の地平を切り開く可能性も秘め

ていると考えています。

　三番目に、身体を使ってこころを整えるとい

うことに関連して、曹洞宗には洗練された作法

があります。「威義即仏法、作法是宗旨」すなわ

ち、その人のあり方そのままが仏法であると受

け止めるとき、作法というのは自己において、形

のない真実（「無上道」）を具現化することに

なります。

　四番目に、仏教では原因があって結果がある

と考えます。しかも、その原因は無限にさかの

ぼることができます。したがって現行の科学と

直接的にはバッテイングしません。

　こうした禅を正しく伝えるためには、師弟と

もに一緒に過ごさなければならないとのお示し

ヨーロッパ国際布教総監に
就任して

国際布教総監　峯岸正典
ヨーロッパ国際布教総監部
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があります。日本語で《習う》という字は「羽」

に「白」と書く。親鳥がひなに対して羽ばたき

方を教えるのに、一生懸命羽を動かす。その羽

の付け根が白いというところから来ていると教

えられました。親がやって見せないと子どもは

習えない。お手本を示して生き方としての仏法

が繋がっていくという測面があります。コロナ

禍であればあるほど、お互いに顔を合わせる工

夫が大切で、オンラインも含め、可能な限り相

対して、仏祖正伝の仏法、つまり坐禅を伝える

ことが法乳の慈恩に報いることになると受け止

めています。

　私自身、修行道場での経験から、相手の背景

が分からないと、こちらの持っているものを本

当には伝えることができないと感じてきました。

したがって、常に相手の心の歴史、つまり文化

の伝統を学び、相手を全面的に受け入れながら、

伝えるべきことをきちんと伝えていきたいと願

っています。

　渡欧する際、あらためて自分自身へ三つの目

標を意識しました。一つは「坐禅をしていると

きも、また、していないときも、ともに坐禅の

心で生きる」。行住坐臥、二十四時間の辨道を心

がけるということです（『十二時法語』）。した

がって、日本から法服ばかりを持参してきまし

たが、フランスには「宗教を誇るな」（サルコジ

元大統領）、あるいは「宗教を批判する自由が

ある」（マクロン現大統領）といったお国柄があ

ります。これはフランス革命も絡んでくる重い

問題ですから、ここでは深入りはしませんが、

フランスの標榜する「自由、平等、友愛」の「自

由」には「宗教からの自由」も含まれていると

思われます。また、コロナの関係で生じた偏見

もあります。「『アジア系の人を見つけたらやっ

つけろ』といったSNSが流れているから注意す

るように」という連絡が在仏日本大使館から入

ってきました。危険だから「お坊さんの姿で外

に出ないでほしい」という総監部職員の進言も

重く響きます。そこで、服装の是非を超えて、

いつも坐禅の心で生きるということが課題とな

りました。

　次に課していることは、「私心を入れず、仏道

に捧げる生き方を目指す」ということです。イン

ド的には、私はすでに林住期の年齢にあたりま

す。したがって「ただわが身をも心をも放ち忘

れて、仏の家に投げ入れて、仏の方より行われ

て、これに随いもてゆく時、力をもいれず、心を

も費やさずして、生死を離れ仏となる」（『正法

眼蔵』生死）という祖訓を胸に、何事にも私心

を入れず、できうる限り仏道に捧げることがで

きればと願っています。

　最後は「現地の方々と心を一つにする」とい

うことです。ヨーロッパ国際布教総監部は現地

宗侶のサポートのために存立していると考えま

す。本師は「曹洞宗から坐禅の専門家がいなく

なったら曹洞宗ではなくなる」と言っていまし

た。「常に大慈大悲に住して、坐禅無量の功徳、

一切衆生に回向せよ」（『坐禅用心記』）とのお

示しを忘れず、坐禅の成就をお手伝いするとい

うことを念頭に、総監部の仕事を勤めていきた

いと願っています。

　なお、すでにご賢察の通り、上述の「坐禅の

心で生きる」、「仏道に捧げて生きる」、「心を一

つにする」に関しては《私の憧れとしての目標》

とご理解いただければ幸いです。そしてその憧

れに少しでも近づくことができるよう倍旧のご

指導ご鞭撻と、ヨーロッパ国際布教総監部への

一層のご支援ご教導を冀うところであります。

最後まで御高覧いただき、誠にありがとうござ

いました。
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1. はじめに

　今回の記事では、道元禅師の最初期の著作で

ある『弁道話』について、前半部分について解

説する。なお、『弁道話』は道元禅師の最初期の

著作ではあるが、体系的な著作として初めて書か

れたものであり、また、曹洞宗学にとっての坐禅

の輪郭と、その真意を知ることが可能である。

　また、ご自身、坐禅を中心とした「正伝の仏

法」を伝えられたが、その際、それを日本のま

だ知らない人々に伝えたいという強いお気持ち

を見ることが可能である。そういった前提を踏

まえつつ、『弁道話』の本文を学んでいきたい。

2. 「修行と悟り」（1）

　『弁道話』は修行と悟り、いわゆる「修証観」

について詳しく示された著作でもあるが、その

一端は、同巻の冒頭近くで見ることが出来る。

　この法は、人人の分上にゆたかにそなはれり

　といへども、いまだ修せざるにはあらはれず、

　証せざるにはうることなし。はなてば、てに

　みてり、一多のきはならむや。かたれば、く

　ちにみつ、縦横、きはまりなし。諸仏の、つ

　ねにこのなかに住持たる、各各の方面に知覚

　をのこさず。群生の、とこしなへにこのなか

　に使用する、各各の知覚に方面あらはれず。

　いまをしふる功夫辨道は、証上に万法をあら

　しめ、出路に一如を行ずるなり。その超関脱

　落のとき、この節目にかかはらむや。

　まず、「この法」の意味するところを理解する

ことが難しいが、ここでは「仏法」と理解して

おきたい。後に、道元禅師の伝記では修行途中

の疑団について、比叡山で天台宗の教え学んで

いた時に、「本来本法性、天然自性身（我々は本

来元より法性の存在であり、自然に悟りそのもの

の身体である）」という言葉に引っかかり、「本

より法身法性の如くならば、諸仏甚麼としてか、

更に発心修行せんや（もし、我々が本来悟れる

存在なのであれば、どうして諸仏は道心を発し、

修行をされたのか？）」というものであった。

　我々が本より悟れる存在であるということと、

諸仏が発心し修行したことが、どのように関わ

るのかを疑問とされたのである。この『弁道話』

の一節は、その疑団に対して、道元禅師ご自身

が得られた回答だと見なすことも出来る。

　つまり、仏法とは、人々のあり方に豊富に具

わっているけれども、修行をしなければ現れる

ことはなく、明らかにしなければ得ることはな

い、とされたのである。

　更に、仏法を手に握り、それを放とうとして

も、手に満ちるため、一か多かといった区分が

なく、語ろうとすれば、その口に満ちていて、

仏法とは縦にも横にも極まりが無いのである。

そして、諸仏は常に仏法の中に存在していなが

ら、各々の一々の形容に対して知覚を残すこと

はなく、多くの衆生が永遠にこの中で用いるが、

各々の知覚には形容が現れることはないのであ

る。そのため、この『弁道話』という著作で道

元禅師が教えようとしている修行のあり方とは、

悟りの上に一切の存在を存在させ、その出たと

ころから仏法と一体として修行している。その

悟りと修行との間へのとらわれがない時、悟り

と修行という節目に関わることがあるだろうか、

と主張されたのである。

道元禅師『弁道話』解説（2）

菅原研州
愛知学院大学准教授　
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3. 道元禅師の修行経緯について

　『弁道話』では、道元禅師がご自身の修行歴

を開示されている。

　予、発心求法よりこのかた、わが朝の遍方に

　知識をとぶらひき。ちなみに建仁の全公をみ

　る。あひしたがふ霜華、すみやかに九廻をへ

　たり。いささか臨済の家風をきく。全公は祖

　師西和尚の上足として、ひとり無上の仏法を

　正伝せり、あへて余輩のならぶべきにあらず。

　予、かさねて大宋国におもむき、知識を両浙

　にとぶらひ、家風を五門にきく。つひに太白

　峰の浄禅師に参じて、一生参学の大事、ここ

　にをはりぬ。

　道元禅師は道心を発され、仏法を求めるよう

になってから、日本で指導者を訪ねたが、その

中で京都建仁寺にいた明全和尚に出会い、わず

かに臨済宗の家風を聞いたという。なお、明全

和尚に従った年月は、あっという間に9年が経

過したとされている。

　明全和尚と道元禅師についてだが、『明全戒牒

奥書』や『舎利相伝記』などを見ると、道元禅

師とともに中国に渡られた明全和尚は宝慶元年

（1225）5月27日に、天童山の了然寮で遷化され

たという。つまり、道元禅師は建保5年（1217）

から9年間、側で指導を受けていたとされる。

一部の伝記では、道元禅師が18歳で比叡山を離

れ、建仁寺に入ったともされるため、その期間

と一致していることが分かる。

　明全和尚は、持戒堅固だったとも評され、道

元禅師は祖師である栄西禅師の高弟であったと

し、独り、この上ない仏法を伝えられ、他の栄

西禅師の弟子が並び立つ境涯ではないとした。

つまり、非常に高く明全和尚を評価しているこ

とが分かる。

　しかし、明全和尚から栄西禅師が伝えた臨済

宗の教えを聞いてはいるものの、ご自身、改め

て中国に赴かれ、指導者を求め、中国禅宗五家

の家風を聞いたという。その中、ついに、太白

峰（天童山）の如浄禅師に参じ、この一生で参

学すべきもっとも大事なことを、その下で究め

終えられたという。つまり、ご自身の修行は、

天童山の如浄禅師の下で完結されたことを意味

する。

　よって、改めて道元禅師の修行経緯をまとめ

れば、元々は比叡山で学んでいたが、その後、

18歳で建仁寺に入られ、そこでは栄西禅師の弟

子である明全和尚を参学師とした。そして、明

全和尚とともに中国に渡ったが、明全和尚は天

童山で客死してしまった。しかし、その悲しみ

を努力に変えたかのように、道元禅師ご自身は

如浄禅師の下で、修行を完結されたのであった。

4. 弘法救生の思いについて

　中国天童山の如浄禅師の下で修行を終えられ

た道元禅師だったが、宝慶3年（1227）に日本

に帰国された。それはつまり、仏法を伝持した

祖師としての帰国であり、並々ならぬ想いを蓄

えてのことであった。

　それよりのち、大宋紹定のはじめ、本郷にか

　へりし、すなはち弘法救生をおもひとせり、

　なほ重担をかたにおけるがごとし。しかある

　に、弘通のこころを放下せん激揚のときをま

　つゆえに、しばらく雲遊萍寄して、まさに先

　哲の風をきこえんとす。

　伝記資料などから、道元禅師の帰国は先に挙

げた通り、宝慶3年だと思われるが、ここでは、

「大宋紹定のはじめ」であるという。中国で紹

定に改元されたのは、1228年からだとされるた
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め、伝記資料と1年ほどずれてしまうのだが、

理由が明らかではないため、ここではずれがあ

ることのみ、指摘しておきたい。

　そこで、日本に帰国された時、「弘法救生（法

を弘め、衆生を救う）」という想いを持ってい

たが、それは重い荷物を肩に担ぐようなもので

あるという。しかし、その仏法を弘めたいとい

う心を一時的に置いたという。それは、激しく

その時が起きることを待つためであり、しばら

くの間各地を旅し、まさに優れた先人の家風を

聞こうとされたという。つまり、道元禅師は仏

法を弘めるタイミングを計っていた様子が理解

出来よう。

　帰国された道元禅師は、京都建仁寺に滞在し

ていたとされるが、『典座教訓』ではその期間を

1～3年という曖昧な表記をしている。一方で伝

記資料でもより古い時代に成立した文献の場合

には、この頃、縁のあった檀越（信者）達の招

きで、12～13箇所ほどの土地を見て回ったとい

う。しかし、適した場所が見付からず、結果と

して現在の京都市伏見区内の観音導利院に入ら

れ、その後、伽藍の整備を行いつつ、興聖寺と

改名された。

　ただし、おのづから名利にかかはらず、道念

　をさきとせん真実の参学あらんか、いたづら

　に邪師にまどはされて、みだりに正解をおほ

　ひ、むなしく自狂にえふて、ひさしく迷郷に

　しづまん。なにによりてか般若の正種を長じ、

　得道の時をえん。貧道は、いま雲遊萍寄をこ

　ととすれば、いづれの山川をか、とぶらはん。

　これをあはれむゆえに、まのあたり大宋国に

　して、禅林の風規を見聞し、知識の玄旨を稟

　持せしを、しるしあつめて、参学閑道の人にの

　こして、仏家の正法をしらしめんとす。これ

　真訣ならむかも。

　ところで、道元禅師が仏法を弘めたいという

時、その相手とは自ずと名利心（名誉や自分の

利益をむさぼる心）がなく、道心を第一とする

ような真実の参学をする者がないだろうか、と

たずねている。いたずらに誤ったことを教える

指導者に惑わされ、虚しく仏法修行の意義を混

乱させ、久しく迷い続けている。そのような状

態で、どうやって般若（仏の智慧）の可能性を

長じ、得道の時を得られようか、とし、貧道（禅

僧）は、今各地を歩くことにした場合、どこか

の山川をただ歩いている。そして、道元禅師は

そのような修行者を憐れみ、ご自身が実際に大

宋国で禅林で見聞された様子や、指導者から受

けた教えなどを記し集めて、仏道修行を願う人

達のために残し、仏の正法を知らせたいと願っ

ている。これこそが、真実の教えであるという。

　この段階で、道元禅師が求めていた修行者像が

理解出来る。大切なことは、名利心を否定し、真

実の指導者の教えを願う者達なのである。なお、

『弁道話』が開示された頃、道元禅師の会下に

誰がおられたのか、具体的なことは分かっていな

い。後に道元禅師の法嗣となる懐奘禅師（1198

～1280）は、一度は尋ねて問答されたようだが、

正式に弟子入りするのはもう少し後である。ま

た、福井県大野市に宝慶寺を開いた寂円禅師は、

かなり後になって出来た伝記で、中国天童山で

道元禅師とともに学び、道元禅師を慕って追い

掛けるように来日したというが、古い伝記では

そのことを記さない。そのため、瑩山紹瑾禅師

（1264～1325）は、この頃の道元禅師につい

て、独りでおられたともされる（『伝光録』第

五十一祖章）。

　よって、伝記上は不明なこともあったが、「正

伝の仏法」を日本に伝えるべく、その機会を求

めていた道元禅師の様子をまずは確認した次第

である。
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　釈尊はそういう思考排除型の瞑想の限界を見

極めた後に樹下に打坐したということはこれま

でにも何度も繰り返して述べてきた。その樹下

の打坐からまっすぐに伝わってきている坐禅が

単なる思考排除の営みになっているとしたら、

それは坐禅の歪曲であり堕落と言わなければな

らない。しかし現実には、仏教の歴史のなかで、

そのような歪曲や堕落が起きなかったわけでは

ない。その例として『六祖壇経』の中にある二

組の偈頌に目を向けてみよう。

一つ目は神秀の偈頌と六祖慧能の偈頌である。

神秀

　　身は是れ菩提樹

　　心は明鏡の台の如し時時に勤めて払拭して

　　塵埃を惹かしむること勿れ

六祖慧能

　　菩提は本より樹なし

　　明鏡も亦た台に非ず

　　本来無一物

　　何れの処にか塵埃を惹かん

　　二つ目は臥輪禅師と六祖慧能の偈頌である。

臥輪禅師

　　臥輪は伎倆有り

　　能く百の思想を断つ

　　境に対(むか)えども心は起こらず

　　菩提は日日に長ず

六祖慧能

　　慧能は伎倆没し

　　百の思想を断たず

　　境に対えば心は数(しば)しば起こる

　　菩提作麼(いかん)が長ぜん

　六祖慧能の立場は神秀や臥輪禅師のそれとは

全く質を異にしていることが、こうして並べて

みるとよくわかるだろう。しかし、われわれの

常識は神秀や臥輪禅師の言っていることのほう

がはるかにすんなり理解できる。身や心に塵埃

（煩悩）がつかないように絶えず払い続けてい

く努力が修行だし、どんな状況に対してもあれ

これの思いが湧いてこないような技術を身につ

け菩提を成長させるのがその目的だというのな

ら、それを実行することが難しいか簡単かは別

として、その考え方自体はよく納得できるのだ。

しかし六祖慧能によって、身、心、塵埃、払拭と

いったそもそもの修行の前提が「本来無一物」と

一挙に取り払われてしまい、「伎倆没(な)し」、

「菩提作麼(いかん)が長ぜん」と努力の目標ま

で取り上げられてしまっては、われわれとして

は途方に暮れてしまわざるを得ない。「じゃあ、

いったい何をどうすればいいんですか？」と文

句が言いたくなる。

　六祖慧能は臥輪禅師の偈頌に対して「この偈

頌のようなことを言っているのは、心の本当の

あり方がわかっていない証拠だ。こういう修行

をしていたらますます束縛が増すばかりだ」と

厳しくコメントしている。釈尊が修定主義の瞑

想を捨てて樹下に打坐したことと考え合わせて

みると、六祖の二つの偈頌は当時起きていた坐

禅の歪曲や堕落に対する、原点への復帰宣言と

して理解することができるのではないだろうか。

道元禅師もまたそれに呼応するように、『正法眼

蔵 坐禅箴』のなかで、考える働きをやめて心を

静寂に保つことにひたすら励んでいるような坐

禅のことを「息慮凝寂の経営」と呼んで、その

坐禅への脚注集 （20）
坐禅における「思量」の問題 （2）

藤田一照
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ような坐禅では「どうして仏々祖々の坐禅を単

伝したものだといえるだろうか」とこれまた厳

しい批判をしている。これに関連して、ついで

にもう一つ引用しておくと、「近年おろかなる杜

撰いはく、功夫坐禅胸襟無事了、便是平穏地也。

この見解、なほ小乗の学者におよばず、人天乗

よりも劣なり、いかでか学仏法の漢といはん」

と道元禅師は言っている。雑念がすっかり無く

なった心理状態こそがめざすべき安楽の境地で

あるというのは仏法を知らない者の見解だとい

うのである。

　道元禅師が「古来なりといへども、坐禅を坐

禅なりとしれるすくなし。いま現在大宋国の諸

山に、甲刹の主人とあるもの、坐禅をしらず、

学せざるおほし。あきらめしれるありといへど

も、すくなし…」（『正法眼蔵坐禅箴』）と嘆

いているところをみると、釈尊―…―達磨

…―…六祖―…と嫡嫡相承されてきた坐禅が当

時すでに見失われていたことがうかがえる。道

元禅師にとっては、いかに坐禅が盛んに行われ

ていたとしても、神秀や臥輪禅師の立場、ある

いは態度でそれが行われているのだとしたら、

それは坐禅とは呼べない別の代物（「習禅」）

が流行っているだけなのである。だから、いく

ら坐っている格好が似ているからと言っても、

それは仏々祖々が単伝してきた坐禅ではないと

どうしてもはっきりと言っておかなければなら

なかったのだ。

　苦行を捨てた釈尊が樹下で打坐する機縁とな

った、幼いころの樹下の打坐の回想においても

「釈迦族の父が儀式を行なっているとき、涼し

いジャンブ樹の木陰に坐り、もろもろの欲を確

かに離れ、もろもろの不善の法を離れ、大まか

な考察のある、細かな考察の、遠離から生じた

喜びと楽のある、第一の禅に達して住んだこと

を憶えている」と記されているように、その打坐

では思考が完全停止していたわけではなく「大

まかな考察、細かな考察」が伴っていたのであ

る。この部分はパーリ語原本ではvitakka（尋 (じ

ん)：粗なる思惟作用）、vicara（伺 (し)：細なる

思惟作用）、また或る英訳ではaccompanied by 
directed thought & evaluationとなっているから、

そこで何らかの思考活動が行われていたことは

間違いがないだろう。だから苦行を捨てた後に

坐った樹下の打坐もまた一切の思考を停止する

ようなものではなかったはずだ。

　しかし、どういうわけか後世になると、仏教

教理において欲界の禅定の上にさらに四つの段

階の色界の禅定（さらにその上の無色界にも禅

定がある）が説かれるようになるのだ。そして、

釈尊が子供のころ自発的に樹下に打坐したとき

に達したのは「初禅」として位置づけられ、尋

と伺が伴っているが、二禅以上になると尋も伺

もなくなるとされている。つまり、幼少時の打

坐はまだ思考作用があるので未完成、未熟なも

のだと考えられているのだ。こういう段階論的

な考え方のなかでは、初禅は一番低レベルの禅

定と位置づけられるから、当然のことながら修

行に励んでそれより上位のレベルへと向上して

いくことが望ましいとされる。したがって、そ

こでは尋と伺の停止を達成できるような禅定の

工夫が奨励される。こうして、もともとは釈尊

自身が「これこそが覚りへの道にちがいない」

と確信したはずの幼少期の尋と伺が伴っていた

打坐が、仏教のなかである意味では否定される

ようなことが起きたのである。
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南アメリカ国際布教師会議

期日：2020年9月16日

会場：Zoom

北アメリカ曹洞禅連絡会議

期日：2020年10月14日

会場：両大本山北米別院禅宗寺

           Zoom

南アメリカ国際布教師会議

期日：2020年12月16日

会場：Zoom

ハワイ国際布教総監部布教師会議

期日：2021年2月20日

会場：Zoom

南アメリカ国際布教師会議

期日：2021年3月16日

会場：Zoom

国際ニュース



633 Fallon Avenue, San Mateo, CA 94401   Phone: 650-344-4021    Fax: 650-344-4022

Soto Zen Buddhism International Center

発行所　曹洞宗国際センター
曹洞禅ジャーナル　法眼（年2回発行）




